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幼児の身体活動と体力・運動能力との関係

The relationship between physical activities and motor abilities

 among young children.
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はじめに

　幼児期は心身の発達の基礎ができる重要な時期であ

る。そのため，幼児期における運動（身体活動）は，

より良い心身の発達を促すために不可欠であり，日々，

環境と関わる中で遊びをとおして十分にからだを動か

すことが重要となる。

　我々は，これまで保育所・幼稚園等の保育現場にお

いて，幼児の体力・運動能力について調査を実施して

きた。それら先行研究から，保育者主導の保育実践だ

けでなく，幼児の自主性に任せた自由な運動遊びの中

にこそ，体力・運動能力を向上させる鍵があることを

確認してきており，保育現場においては，自由遊びの

過ごし方の工夫と保育者の十分な環境構成の必要性を

示唆している。

　また，在園中の身体活動量と体力・運動能力との関

係を調べた結果では，統計的な有意差は認められな

かったものの、体力・運動能力の低い幼児に比べ高い

幼児の方に身体活動量が多い傾向が認められた。一

方，保育者とのヒヤリングの中で、運動遊びを好む子

＊福岡こども短期大学

（運動する子）と好まない子（運動しない子）の存在

が報告され，体力・運動能力が優れている幼児は，普

段から活発に動く傾向にあるという経験的な意見も多

く寄せられた。

　これらのことから，日常の身体活動量が体力・運動

能力に少なからず影響していることは間違いない。

　そこで，本研究では先行研究では測定できなかった

休日や家庭での活動状況も含めた一日（24時間）の身

体活動量を調査し，幼児の身体活動と体力・運動能力

との関係について検討した。

　

方　　法

 1 ．対象

　対象は，福岡県 K 市の Y 保育所に通う年中および

年長児39名（男児15名，女児24名）である。対象児の

主な身体的特性を表 1 に示す。

 2 ．調査期間と運動遊び実施への配慮

　調査期間は2014年11月から2015年 2 月である。この

間，保育所においては，自由時間を中心に幼児が自主

表 1 　対象の身体的特性
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的・自発的に運動遊びを実施できるよう環境を整え，

配慮した。

 3 ．体力・運動能力の測定

　調査期間の前後（2014年11月と2015年 2 月）に体力・

運動能力の測定を行った。測定項目は，汎用性が高く，

幼児期運動指針 1 ）でも用いられている東京教育大学心

理学研究室作成の幼児運動能力検査 2 ）から25m 走，ソ

フトボール投げ，立ち幅跳び，両足連続跳び越し，体

支持持続時間の 5 種目と，バランス能力および調整力

をみるための開眼片足立ちの計 6 種目である。

　測定方法は，25m 走，ソフトボール投げ，立ち幅

跳び，両足連続跳び越し，体支持持続時間については，

東京教育大学体育心理学教室作成の幼児運動能力検査

方法 2 ）に準じて行い，開眼片足立ちは，文科省新体力

テスト 3 ）に準じて測定した。

 4 ．身体活動量の測定

　2015年 1 月19日の登園時から 2 月 2 日の登園時まで

加速度計（ライフコーダ：LC，スズケン社製）を就寝

中と入浴中，また活動に支障を来す場合を除き24時間

装着し，歩数および活動強度（LC 強度）を測定した。

LC 強度は 0 ～ 9 で記録され，塩見ら 4 ）の方法に準じ

て LC 強度 0 ～ 0.5：安静～微少運動，LC 強度 1 ～

 6 ：ゆっくり歩行～通常歩行，LC 強度 7 ～ 9 ：小走

り～かけっことして区分した。

 5 ．体力・運動能力による群分け（上位群および下位

群の抽出）

　体力・運動能力の高低と身体活動状況との関係を検

討するため，年長児を対象に2014年11月の体力・運動

能力の総合評点をもとに男女児別に総合評点の上位群

と下位群に分けた。

　評定は，体力・運動能力測定項目の中の 5 種目（25m

走，ソフトボール投げ，立ち幅跳び，両足連続跳び越

し，体支持持続時間）を森ら 5 ）の基準表に基づいて評

価し，その総合評点を算出した。上位群と下位群の群

分けは，男女児別に総合評点の平均値を算出し，平均

値を上回った者を上位群，下回った者を下位群とした。

　上位群と下位群の身体的特性と総合評点の範囲を

表 2 に示す。

 6 ．統計処理

　対象児を性別で分け，体力・運動能力の平均値と標

準偏差を算出した。調査期間前後の有意差検定は，対

応のある t 検定を用い，体力・運動能力の変化量と身

体活動状況との関係は，Pearson の相関分析を用いて

評価した。いずれも有意水準は危険率 5 ％とした。

結　　果

 1 ．体力・運動能力の前後の変化

　調査前後の体力・運動能力測定の結果を表 3 に示

す。男児ではソフトボール投げ，体支持持続時間，開

眼片足立ちに，女児では両足連続跳び越し，体支持持

続時間，開眼片足立ちに記録の伸びがみられた。中で

も男児ではソフトボール投げ（前7.41±3.22m，後8.81

±4.92m，p ＜0.05），開眼片足立ち（前63.1±40.2秒，

後107.6±58.2秒，p ＜0.01）に，女児では開眼片足立

ち（前86.5±56.0秒，後130.0±50.1秒，p ＜0.01）に

有意な好転が認められた。

 2 ．身体活動状況（歩数・LC 強度）

　加速度計による平日および休日の身体活動状況（平

均歩数・平均 LC 強度）の結果を表 4 に示す。この結

果から平日と休日とで身体活動状況に明かな違いがあ

ることが判った。特に男児の歩数において顕著であっ

た（平日15130.8±3414.3歩，休日9932.9±4116.4歩，

p ＜0.01）。

表 2 　上位群と下位群の身体的特性および総合評点
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 3 ．体力・運動能力の変化量と歩数および LC 強度と

の関係

　体力・運動能力の変化量と歩数および LC 強度との

関係を表 5 に示す。歩数では平日の歩数とソフトボー

ル投げとの間に正の相関（r=0.55，p ＜0.01），立ち幅

跳びとの間に負の相関（r= －0.41，p ＜0.05）がみら

れた。

 4 ．体力・運動能力の上位群と下位群の比較

　体力・運動能力について上位群と下位群とを比較し

た結果を表 6 に示す。その結果，男女児ともに上位群

と下位群に差が認められ，特に女児において顕著で

あった。上位群と下位群との間に有意差が認められた

のは，男児で立ち幅跳び（P ＜0.01）に，女児で25m

走（P ＜0.01），ソフトボール投げ（P ＜0.05），立ち幅

跳び（P ＜0.05），体支持持続時間（P ＜0.05）であった。

 5 ．身体活動状況（歩数・LC 強度）の上位群と下位

群の比較

　身体活動状況（歩数・LC 強度）の上位群と下位群

とを比較した結果を表 7 に示す。その結果，男児にお

いて上位群と下位群との間に明かな違いが認められ

た。有意差が認められたのは，平日の歩数（P ＜0.05），

LC 強度 0－0.5（P ＜0.05），LC 強度 1－6 （P ＜0.05），

表 3 　体力・運動能力の前後変化

表 4 　平日および休日の身体活動状況
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表 5 　体力・運動能力の変化量と歩数および LC 強度との関係

表 6 　体力・運動能力（初期値）の上位群・下位群比較

表 7 　身体活動状況（歩数・LC 強度）の上位群と下位群の比較
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休日の LC 強度 0－0.5（P ＜0.05），LC 強度 1－6（P

＜0.05）であった。一方，女児においては，どの項目

にも有意差は認められなかった。

考　　察

　幼児の自発的なからだの動きをともなった遊び（運

動遊び）の実践とその遊びの中で体験する多様な動き

の経験は，幼児期においては必要不可欠で，将来の運

動技能の獲得と体力向上および健康維持においてたい

へん重要となる。その重要性を証明するために筆者ら

は，これまで幼児期の基本的運動技能の獲得と運動遊

びを中心とした身体活動との関係を横断的および縦断

的に調査し検討してきた 6 ， 7 ， 8 ， 9 ，10，11）。

　本研究では，先行研究で測定できなかった休日や家

庭での身体活動状況を含めた一日（24時間）の幼児の

身体活動状況を調査し，体力・運動能力との関係につ

いて明らかにすることを目的に調査した。

 1 ．体力・運動能力の前後の変化について

　調査前後の体力・運動能力測定の変化では，記録の

伸びがあった項目とそうでないものがみられた。以前

より課題であった25m 走においては，今回も好転は

認められなかった。さらに，これまで好転のみられた

立ち幅跳びにおいては，男女児ともに明かな記録の後

退が認められた。また，全体的に前年度に比べ，やや

記録の伸び悩み傾向がみられた。これらの一因として

は，特に今回は天候に恵まれず，園庭など活発にから

だを動かすことのできる場所と機会が少なく，十分な

活動ができなかったことが考えられた。加えて，今回

は前年度まで行っていた「からだにこにこシート」を

使った積極的な取り組み 9 ，10，11）を特に行わず，本来

の幼児の自主性に任せた自由なものであった。そのた

め運動遊びに結びつける動機づけに欠けた内容であっ

たことも影響したのではないかと考えられた。ただし，

今回のようなケースが本来の保育現場のスタイルであ

ることから，今後，幼児が自然とからだを動かしたく

なるような何らかの工夫を考えていくことが必要であ

る。特に，環境設定が重要であると考えられる。この

点は今後の課題としたい。

 2 ．身体活動状況（歩数・LC 強度）について

　加速度計による平日および休日の身体活動状況（平

均歩数・平均 LC 強度）の結果から，平日と休日とで

は身体活動状況に明かな違いがあることが確認でき

た。歩数においては，男女児ともに平日と休日との間

に差が認められ，特に男児においては有意差（p＜0.01）

が認められた（図 1 ）。保育所での生活が一日の大半

を占める平日では，歩数からみても活発に動いている

ことが判る。

　また，運動強度を示す LC 強度においても，平日と

休日では明かな違いが認められた（図 2 ）。小走り・

かけっこに相当する高強度の LC 強度 7－9 では，女

児において有意差は認められなかったが，男児におい

ては有意な差（p ＜0.01）が認められ，中強度の LC

強度 1－6（歩行に相当）では男女児ともに有意な差

が認められ（p ＜0.01），いずれも平日が休日に比べ

頻度回数が多かった。一方，安静～微少運動に相当す

る LC 強度 0－0.5では休日の方が有意に頻度回数が多

かった（p ＜0.01）。このことから，平日は強度の高

い活発な活動を多く行っているが，休日は少ない，つ

まり，平日はダイナミックな活動を多く行い，幼児の

図 1 　歩数の平日と休日の比較
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体力・運動能力の向上に寄与していることが考えられ

るが，休日はあまり活動的ではないことがうかがえ，

身体活動不足が推測される。これらの結果から，休日

の過ごし方の見直しを，保護者とともに今一度考えて

いくべき課題であることが示唆された。

 3 ．体力・運動能力の変化量と歩数および LC 強度と

の関係について

　体力・運動能力の変化量と歩数および LC 強度との

関係においては，平日においてソフトボール投げと立

ち幅跳びに関係が認められたが，その他の項目には関

係が認められなかった。調査期間中の身体活動状況は，

この期間の体力・運動能力の変化には大きく影響して

いなかった。日頃の身体活動状況が体力・運動能力へ

影響を及ぼすには，ある程度の期間を要することは，

これまでの調査でも示唆してきたが，今回の調査にお

いても改めて確認された。

 4 ．体力・運動能力の高低（上位群と下位群）と身体

活動状況について

　今回，体力・運動能力と身体活動状況との関係を明

らかにするために，調査前の体力・運動能力の結果（初

期値）から，平均値より記録の高かった幼児（上位群）

と低かった幼児（下位群）とにわけ，身体活動状況に

ついて群間比較を試みた。その結果，男児において上

位群と下位群に明かな違いが認められた（表 7 ）。そ

の違いは平日ばかりか休日にもみられ，休日の身体活

動状況が幼児の体力・運動能力に影響を及ぼすことが

示唆された。

　一方，女児においては明かな違いは認められなかっ

た。 男児と女児の日常の遊びのスタイルを観察すると，

男児は常にからだをダイナミックに動かす遊びに興じ

ることが多い。それに比べて女児は，一つのことにじっ

くり取り組む遊びを好む傾向があり，動きの少ない遊

びが多い。つまり，幼児においても遊びの質や量の性

差がみられる。このことから，特に遊びの質の違いが

身体活動状況に少なからず影響することは否めない。

この件に関しては，今後，実際に幼児の遊びを直接観

察するなどして明らかにしていきたい。

　以上の結果から，日常の身体活動状況が幼児の体力・

運動能力に影響を及ぼすことが明らかとなり、休日の

過ごし方の影響も大きいことが示唆された。しかし，

どのような過ごし方が幼児の体力・運動能力の改善に

有効であるかは明らかにできておらず，引き続き，幼

児の日常生活の過ごし方や保育所における環境構成の

工夫について検討していく必要性が考えられた。

　また，身体活動状況でおいて男児と女児に違いがみ

られたことから，遊びの質や量の性差についても検討

するなど，多角的に幼児期の体力・運動について検討，

考察していきたい。

まとめ

　本研究では，幼児の身体活動状況を調査し，体力・

運動能力との関係について検討した。その結果，以下

の点が確認された。

 1 ）体力・運動能力の運動遊び実践前後の変化では，

男児ではソフトボール投げ，体支持持続時間，開眼

片足立ちに，女児では両足連続跳び越し，体支持持

続時間，開眼片足立ちにおいて記録の伸びがみられ

図 2 　LC 強度の平日と休日の比較
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た。しかし，課題である25m 走については，好転

は認められず，全体的にみてもやや伸び悩み傾向が

みられた。その一因としては，天候による影響や昨

年まで行っていたような積極的な取り組みを行わな

かったことが影響したのではないかと考えられた。

 2 ）平日と休日とで身体活動状況に明かな違いがある

ことが判った。特に男児では顕著であった。保育所

での生活が一日の大半を占める平日では，歩数から

みても活発に動いていることが判った。また，運動

強度を示す LC 強度においても，平日と休日では明

かな違いが認められた。平日はダイナミックな活動

が多いことから，幼児の体力・運動能力の向上に寄

与していることが考えられる。しかし，休日はあま

り活動的ではないことがうかがえ，身体活動不足が

推測された。

 3 ）初期値の体力・運動能力の上位群と下位群につい

て身体活動状況の群間比較を試みた。その結果，男

児において上位群と下位群に明かな違いが認められ

た。その違いは平日ばかりか休日にもみられ，休日

の身体活動状況が幼児の体力・運動能力に影響を及

ぼすことが示唆された。一方，女児においては明か

な違いは認められなかった。幼児においても遊びの

質や量の性差がみられることから，遊びの質の違い

が身体活動状況に少なからず影響することが考えら

れた。

　以上の結果から，日常の身体活動状況が幼児の体力・

運動能力に影響を及ぼすことが明らかとなり、休日の

過ごし方の影響も大きいことが示唆された。また，身

体活動状況でおいて男児と女児に違いが見られたこと

から，遊びの質や量の性差がみられることが考えられ

た。
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付記

　本論文は，「幼児の身体活動状況と体力・運動能力

との関係」として第64回九州体育・スポーツ学会でポ

スター発表したものを加筆・修正したものである。

　本研究は，福岡県春日市教育委員会「平成26年度幼

児期の運動促進に関する普及啓発事業」の委託研究の

一部である。

　ご協力いただいた保育所の子どもたち，保護者の皆

様，保育者の先生方に厚く御礼申し上げます。


